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1. はじめに
　水球（Water Polo）は、英国（Great Britain）注1を発
祥の地とし、当初はプロフェッショナルが観客を
魅了するための水上アトラクション的な要素が強
く、各地域で独自のルールで実施されていたが、
1888年にアマチュア水泳連盟（Amateur Swimming 
Association: ASA）が統一ルールを作ることで競技
スポーツへと転換が図られた 1）。そして同年（1888
年）には、統一ルールの下でイングランド水球選
手権が開催され、これ以降、競技スポーツとして
の水球が定着し、発展していった。さらに1892
年には英国統一ルールが制定され、イングランド
対スコットランドの対抗試合が行われるなど、競
技としての水球がさらに洗練され、英国国内で大
きな人気を呼ぶことになる。 
　この流れは英国国内に留まらず、ヨーロッパ大
陸やアメリカ大陸にも伝播していった。1900年
の第2回パリ・オリンピックでは、水球がオリン
ピック団体競技として初めて実施されるなど、当
時の欧米社会において注目されていたことがうか
がえる。
　しかしながら、英国で生まれた水球が、いかに
他国に伝播し、国際的スポーツとなったかについ
ては、これまで明らかにされていない。そこで、
本研究では水球が英国国外に普及する過程を、水
球の伝播に伴うルールの変容と関連させて明らか
にする事を目的とする。
　
2. アメリカ合衆国およびヨーロッパ各国への伝播
　英国において、1888年ASAが統一ルールを制
定し、スポーツ競技としての水球が確立されたの

を契機に、水球が英国国外へと伝播した。同年、
イングランドのクラブにおいて水球のプレイ経験
をもつジョン・ロビンソン（John Robinson）注2が米
国（United States of Ameirca）に渡り、はじめて水球
を紹介している 2）。数年遅れてロンドンで水球を
学んだフリッツ・クニーゼ（Fritz Kniese）注3は1894
年に祖国のドイツで水球を広め 3）、1895年には
ドーバー海峡を隔てて英国の隣国であるベルギー
にも水球が紹介されている。同時期にフランス
でも水球が行われるようになったが、組織化さ
れた形で発展するのは1898年になってからであ
る 4）。またハンガリーでは、英国の雑誌を見てい
て水球に興味を持ったフゼーレッシ・アルパード
（Füzéressy Árpád）注4が水球のルールブックとボー
ルをハンガリーに導入し、1899年に初めてハン
ガリーで水球の試合が行われた 5）。
　この伝播は偶然に起きたのではなく、その背景
には社会的あるいは地理的要因が関連し、いずれ
も水球発祥の地、英国と深いつながりを持つ人物
を介して伝播して行った。しかしながら当時英国
で行われていた水球そのものが導入されて、相似
形として各国において発展していったのではな
い。各国の実情に合わせて、様々に形を変えなが
ら、その土地柄に合わせて水球が根付いていった
と言える。そこで、どのような経緯で各国に水球
が伝えられ、受容されて行ったかを個別に見てい
きたい。
2.1. 米国（United States of America）への水球の伝播
　英国以外の国で初めて水球が行われたのは米
国であり、イングランド人のロビンソンが1888
年にボストン・アスレティック・クラブ（Boston 
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Athletic Club）に水球ゲームを導入したのが始まり
とされる 2）。1888年当時、英国では大幅なルール
改正が行われ、水球のスタイルはラグビー型から
サッカー型へと転換しつつあったが 1）、ロビンソ
ンがアメリカに伝えたのは、古いラグビー型の水
球であった 6）。ラグビー型水球では、プールエン
ドのゴールエリア上にボールを置いた場合のみ得
点となる。試合展開はラグビー同様、陣取り合戦
の様相を示し、水中で両チームの選手がボールを
巡ってタックルを繰り返す非常に激しい攻防が繰
り広げられた。
　アメリカの観客はこの水中での激しい肉弾戦に
魅了され、水球は大変な人気を博する事になる。
アメリカ国内における最初の試合注5）は、1890年に
ボストン・アスレティック・クラブとシデナム・ロー
ドアイランド水泳クラブとの間で行われ、シデナ
ムが2-1でボストンを下した 7）。その後水球は、ア
メリカ東部各都市の水泳クラブに導入され、シカ
ゴ、マンハッタン、ミズーリー、ニューヨーク、ピッ
ツバーグなどのクラブで盛んに行われた 7）。当時
の人気振りを示す例として、マジソンスクウェ
アーガーデンに14,000人もの観客が訪れ、水球に
熱狂したとの記録もある 6）。さらに水球はアメリ
カ西海岸へと広がり、1910年代にはカリフォル
ニア州のロスアンゼルス・アスレティック・クラ
ブやサンフランシスコ・オリンピック・クラブな
どでも盛んに行われるようになった 8）。
　東部のクラブでは、気候条件により屋外プー
ルの利用期間が限られ、結果的に非常に小さな室
内プールしか水球専用として使用できない状態で
あった。たとえば前述のボストン・アスレティッ
ク・クラブとシデナム・ロードアイランド水泳ク
ラブとの試合は、長さが37フィート（11.3m）で幅
が2レーン分しかない小さなプールで行われた 7）。
このような環境では、パスやシュートが容易に
ゲームエリアを越えてしまい、サッカー型の水球
ルールを適用するのは困難であった。そこで、ア
メリカでは伝播当初から使用可能なプールスペー
スにゲームを合わせるために、様々な試みがなさ
れた。最も顕著な差異は、ゴールターゲットと
シュート方法である。英国において、すでにラグ
ビー型からサッカー型へと変化し、プールエンド
にゴールポストとクロスバーが設置され、その間
をボールが通過すれば得点とされたのに対して、
アメリカでは、プールエンドあるいは、プールの

壁にゴールエリアが設定され、そのエリアに選手
がボールを置く事によって、得点と認められた 6）。
　また英国では、革製のサッカーボールが用いら
れていたのに対して、アメリカでは柔らかいゴ
ム製のボール注6）が用いられていた 9）。時にはこの
ボールを水着の中に隠し、相手の目をくらませる
ために水中に潜り、再びゴールエリア前に浮上し
て得点を狙うトリックプレイも行われた 6）。
　１チームの人数も英国では7人で行われていた
が、アメリカではプールが狭いので、センター、
ライトフォワード、レフトフォワード、ライトバッ
ク、レフトバック、ゴールキーパーの6人で構成
された 10）。
　このように狭いプール環境に適合させるため、
人数やゴール、得点方法の変更を行ったわけだが、
結果的にこれらのルール変更は、ゲームそのもの
の様相を変えることになった。つまりサッカーの
ようにパスを多用するのではなく、ボールを保持
したままゴールに突き進もうとする選手に対する
コンタクトが増大し、ボールへの密集やボールを
巡っての格闘が頻発した 11）。当時のゲームの様子
を伝えるフランス人G. Villepionの記述 12）によれ
ば、「水球の戦術は、ボールを持つ味方のプレイ
ヤーを囲み、『全員一致して』（中略）敵サイドに
押し込むことだ。ボールを抑えている者こそ悲惨
だ。ボールを放すまで、水に沈められっ放しであ
る。ボールから2ｍ付近にいるだけで水面下の『痛
めつけ』に逢う。」
　このように英国から伝播した水球は、米国にお
いて初期の英国での野蛮さを凌駕するほど粗暴
化し、やがて英国のWater Poloと区別するために
Softball Water PoloまたはAmerican Water Poloと呼
ばれ、独自の発展を遂げるようになった。
　そして1904年の第3回セントルイス・オリン
ピックにおいては、外国からのエントリーがない
まま、ニューヨーク・アスレティック・クラブ（New 
York Athletic Club）、セントルイス･アスレティッ
ク・クラブ（St Louis Athletic Club）、シカゴ・アス
レティック・クラブ（Chicago Athletic Club）の米国
クラブチームのみが参加して、水球の試合が行わ
れた。ボールはもちろんゴム製の柔らかいボール
が用いられ、セントルイスの博覧会々場内の池に
設けられた特設会場で行われた。試合は、ニュー
ヨーク・アスレティック・クラブが優勝するが、
池の水質に問題があり、オリンピックの試合後3
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人もの選手が死亡するという惨事が発生した。
2.2. ドイツへの伝播
　水球がドイツに伝播したのは1894年のことで
あった。フリッツ・クニーゼ（Fritz Kniese）は、ロ
ンドンで水球と出会い、ベルリンに帰った時に自
分のチームであるボルシア・ベルリン（Borussia-
Berlin）にこのスポーツを取り入れた 13）。だが、当
初ベルリンの水泳クラブの反応は冷ややかなもの
であった。その理由は、ほとんどのメンバーが実
際の水球の試合を見たことがなく、その本質を理
解していなかった事にある。そこでフリッツ･ド
レマー（Fritz Droemer）は、1897年にベルリンで
水球の詳細を紹介する講演を行った。講演の内容
は専門誌「スイムスポーツ（Schwimmensport）」に掲
載されたが、これが大きな反響を呼び、ドイツで
の水球に対する関心を呼び起こした。水泳の競技
力向上に果たす水球の長所が認知され、水球のト
レーニングを始めるチームが増え始めた 14）。
　1898年には、ウルリッヒ・ベアー（U. Baer）が
ドイツ語版の水球ルールを作成したが、当時の英
国ルールとはいくつかの点で異なっていた。英国
では既に幾度かのルール改正を経て、パスを多用
するサッカー型へと移行していたが、当初ドイツ
で行われた水球は、古い英国ルールに準拠し、ど
ちらかと言えば単調で、観客にとってもプレイす
る選手にとってもあまり魅力的とはいえなかっ
た。そこでドレーマーは1900年にルールを根本
的に改正し、最新の英国のルールに近づけるよう
文言の整理を行うと同時に、ドイツ独自のルール
も導入した。例えば、素早いボール回しを実現す
るために、「ボールを持ったまま、あるいはボー
ルを高く掲げた体制でのスイムを禁止する」ある
いは、「相手選手に対するいかなるタックルも反
則とする」規則が導入された。この点が当時の英
国ルールとドレーマーによるルールの最も異なる
点である 15）。
　ベルリン水泳連盟（Berliner Schwimmerbund）は、
ドレーマーによるルールに基づいてのみ試合をす
ることを直ちに決定し、これに多くのチームが従っ
た。しかし、ドイツ全体にまでは広がることはな
かった。英国でもそうであったように、新ルール
に従わないチームがいくつもあり、チームごとに
独自のルールが作られていた。たとえば、英国の
ルールを忠実に守りながら試合をするチーム注7）

や、ベアーによるルール（1898年）から離れない

チームもあり、クラブ同士の試合を行うのに、か
なりの混乱が生じた。そのため、一刻も早い統一
ルールの導入を望む声が高まった 16）。
　1904年にハンブルク水泳クラブにおけるルー
ル を、 ド イ ツ 水 泳 連 盟（Deutschen Schwimm-
Verbandes）の統一ルールとして導入することが役
員会で決定された。しかし、実際には連盟のルー
ルでは、タックルを認めていたため、ゲームが粗
暴化する注8）ことが懸念されて、多くのチームが
水球ゲームから撤退してしまった。このためド
イツの協会では安全でフェアなゲームになるよ
う、さらなるルール改正の必要が生じた。1905
年にルール改正を行う委員会が設置され注9）1905
年から1906年にかけての冬に改正ルールがまと
められた。連盟は1906年の総会で、この改正ルー
ルをドイツ水泳連盟の公式ルールとして採用し、
1906年9月1日から施行した。
　タックルは新しいルールでも認められていた
が、審判の権限が拡大され、ゲームをよりコント
ロールしやすくなった。こうして当時の英国ルー
ルと殆ど差がなくなったが、多くのチームが水球
の試合ではどんな形であれタックルは禁止すべき
だという立場を主張したため、ルールを改正した
にもかかわらず、水球の普及を放棄するクラブも
現れた 17）。
　このようにドイツにおける水球は、スイマーの
トレーニングという観点から、英国のルールに準
拠しながらも独自のルールを取り入れて発展して
きた。その結果、地域やクラブによってルールが
異なり、ゲームを運営する上で混乱が生じる事態
となった。混乱を解消するために統一ルールが作
成されたが、通信手段が限られ、情報伝達速度が
遅い時代であったため、必ずしも統一ルールがド
イツ国内にあまねく広がったわけではなかった。
2.3. ベルギーへの伝播
　1875年以降ベルギーにおいては、いくつかの
水泳クラブが創設されるが、その母体の多くは漕
艇クラブであった。はじめは漕艇クラブの一部と
して水泳部門が設立され、その後独立した組織形
態へと移行するケースが多く見られた 18）。
　ベルギー水球の黎明期に関する記述 19）による
と、1878年に創設されたブリュッセル漕艇クラ
ブ（Cercle des Régates de Bruxelles）の場合、設立後
の早い段階からメンバーはスポーツとしての漕艇
や水泳に取り組み、各々の種目で後にベルギー代
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表となるような優秀なアスリートを数多く輩出し
た。そのメンバーは、アングロ・サクソン文化に
極めて通じ、ベルギーに定住する英国入植者らと
職業上の交流も深く、英国での流行に敏感であっ
た。1895年以降、彼らは積極的に英国で流行する
スポーツを試みるが、その中に当時大変人気を博
していた水球があった。水中において片手でボー
ルを投げ、サッカーのようにゴールに入れるとい
う目新しいスポーツにすぐさま多くのメンバーが
興味を持ち、漕艇クラブ（Cercle des Régates）の中
に水球部門が設立された。水球のゲームはプレイ
する者と観る者の双方を惹きつけ、1896年3月1
日には、オステンド（Ostende）の寡婦や孤児のた
めのチャリティー祭に余興として水球の試合が行
われた。その試合に対する観客の反応は非常に良
好で、これを契機に多くの漕艇クラブ内に水泳（水
球）部門が設立された。
　それらの水泳部門がさらに発展して1897年
にはブリュッセル水泳･水球クラブ（Brussels 
Swimming and Water-Polo Club: BSC）が設立され
た。BSCは、1883年に開設された王立浴場（Bain 
Royal）をホームプールとして、クラブの水球強化
に力を注いだ。その熱の入れぶりは、「クラブの
目的として水球競技の普及により、水泳の振興を
可能な限り図ること」と明記するBSCのクラブ規
約 20）からも読み取れる。水球の普及が目的である
からには、当時のスペシャリストだった英国選
手たちとの試合を増やすべきだというので、1898
年以降は毎年１回、強豪クラブとして有名なイ
ングランドのOtter SCとBSCとの間でホーム&ア
ウェイの試合が行われ、第１回目の試合がロンド
ンで開催された。その他にもDover SCをはじめ、
英国とベルギーの交流試合が行われるようになる
が、これらは言うまでもなく地理的に近距離であ
ることと、ドーバー海峡を横断する交通の便によ
るものであった。
　英国と交流することで発展を遂げたベルギーの
水球は、必然的に英国のルールや試合環境を踏襲
していった。したがって、英国国外への伝播の中
で、ベルギーの水球がもっとも英国スタイルの水
球を伝えたといえる。
　こうした熱心な新規開拓意欲により、BSCは水
球のデモンストレーションを含む水泳競技会を運
営する事になる。1897年にはブリュッセル万国
博覧会にも組み入れられ、外国人を含む多くの市

民に水球の面白さを伝えた。
2.4. ベルギー経由によるフランスへの伝播
　フランスにおける水球は、直接英国から導入さ
れたのではなく、ベルギーを経由して1896年か
ら1898年の間に伝えられたと考えられる。1896
年にベルギーのオステンド（Ostende）で行われた
チャリティー祭における水球の模範試合を、フラ
ンス・リール浴場（Bains Lillois）のレオン・ベルドー
（Léon Verdonck）が観戦した際、関心を抱いた事
がきっかけとなり、リール（Lille）とトゥルコアン
（Tourcoing）の水泳クラブに水球を紹介した 21）。ベ
ルドーの熱心な普及活動によって、その後リール
とトゥルコアンの2つのクラブと国境を挟んだベ
ルギーのBSCとの間で定期的に試合を行うこと
になる。第１回目の試合は、他の水泳8競技と共
に、1898年7月14日、革命記念日の祭典におい
て実施された。この時行われた水球の試合に関し
て、北フランスの地方紙は、この催しを破格の扱
いで取り上げ、関心の高さをうかがわせる 22）。
しかしながら1890年代のフランスにおいて「ス
ポーツ的」と呼ぶことができるような水泳クラブ
は主にフランス北部で幾つかしか存在していな
かった。ようやく1898年になってポール・バル
シェ（Paul Blache）注11）の働きかけによって、首都
パリに初の水泳クラブ（Libellule de Paris）が創立
される程度であった 23）。このように当時、水球は
パリ以北のベルギーと隣接した限られた地域での
み実施され、競技レベルも高くなかった。例えば
泳法に関しては、英国の水球選手が既に取り入れ
ていた、トルージェントストローク注12）を用いる
フランス人選手はほとんどおらず、移動速度に大
きな違いがあった。ルールに関しても、フラン
ス・スポーツ協会（Union des Sociétés Françaises de 
Sports Athlétiques:USFSA）の会長であったセイン
ト・クレアー（G. De Saint Clair）による水泳の著
書 24）において、英国の水球ルールを紹介している
が、わずか9項目しか記載されておらず、ルール
も未整備の状態であった。
　しかし1899年にUSFSAの中に水泳委員会が設
立されたのを契機に、スポーツとしての水泳の認
知が高まり、1899年から水泳のフランス選手権
（水球は除外）が開催されるようになった。そして
1900年のパリ万国博覧会の開催に合わせて、パ
リ・オリンピックが開催され、団体種目として
水球が始めて採用された。試合は、1900年8月11
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日～ 12日まで、セーヌ川の特設会場（Basins d’
Asnières Courbevoie）で行われ、フランスからは4
チーム注13）が参加した。残念ながらフランスチー
ムは準決勝までにすべて敗退し、決勝戦はBSC
のメンバーを中心とするベルギーとマンチェス
タークラブ（Manchester Osborne Club）のメンバー
を代表とする英国との間でおこなわれ、英国が
7対2で勝利を収める 25）。この試合を契機として
USFSAは水球を飛込競技、競泳、遠泳と同じ資
格で水泳競技の公式種目の一つと認め、同年（1900
年）水球のフランス選手権が開催され、初代選手
権はリールのPupille de Neptune de Lilleが獲得し
た。
　1900年以降、水球はフランスにおいて拡大を
続けるが、英国とは異なる発展を遂げる。特に大
きな違いは、試合の環境である。フランスにおけ
る初期のプールは、1884年以降パリとリール地
方に作られるが、他の地方では、泳ぐことが出来
る場所といえば、ボルドーのドック、マルセイユ
の港、リヨンのソーヌ河など、多くの場合は川や
湖であった。水球がフランスに普及し始めたこ
ろ、既に英国では、衛生学的な見地から、公衆浴
場の建設が進み、水球の練習や試合の多くはプー
ルで行われるようになっていた。しかしフランス
ではプールの建設が進まず、水球の競技スペース
は、ほとんどが野外の水辺であった。したがっ
て、実際の試合においては、流れや水温、あるい
は水の透明度など様々な条件によって、常に不確
実性が伴っていた。フランスにおける1890年代
から1910年代までの水球は発展が遅れ、英国に
おける1870～ 80年代の水球黎明期と同様の状況
であったと言える。
2.5. ハンガリーへの伝播
　1890年代にブダペスト（ハンガリー）で弁護士
をしていたフゼ－レッシ・アルパード（Füzéressy 
Árpád）は、世界の情勢を知るために購読していた
英国の水泳雑誌で水球のことを知り、早速イング
ランドのASAに手紙を書き、水球ルールブック
を取り寄せた。さらにハンガリー運動競技クラブ
（Magyar Atletikai Club: MAC）の陸上監督であった
ヘリ・ペッリ（Harry Perry）がちょうど英国へ帰国
する折に、布で覆われたゴム製の水球ボールを
送ってくれるよう依頼した。ボールが届くとすぐ
に、フゼーレッシは、自らがメンバーであった
ハンガリー水泳同好会（Magyar Uszó Egyesületben: 

MUE）の選手が練習していたチャーサール・プー
ルへそれを持っていき、ハンガリーで初めて水球
の練習が始まった 26）。さらに、フゼーレッシはゴ
－ルと帽子、ジャッジ用旗を作らせ、1897年には、
水球試合を行うための条件が全部揃った。しかし、
水球は競泳の単調な練習を面白くするための、補
足的練習としてしかみなされなかった。
　1899年にバラトニ・カーロイ（Balatoni Károly）
とエユリ・ラヨッシュ（Ejury Lajos）がバラトン
湖（約5キロ）を泳ぎ切り、それが報道されると水
泳は全国的に注目を集めはじめた。そうして水
泳への関心が高まりつつあった1899年7月30日、
シオ川で行われた水泳イベントにおいてMUEの
メンバーが始めて水球の模範試合を行い、1対1
の引き分けで終わった。それを目にした観客は、
レスリングのような新しいスポーツが非常に気に
入ったようであった。当時の様子は「ある選手が
相手を水中に沈めた時、観客同士が握手したり、
笑ったりした。沈め合う事の方が得点場面よりも
人気が高かった」27）と記述されている。
　最初の模範試合を契機に水球は注目されるが、
しばらくすると停滞し、水球の試合はほとんど行
われなくなった。そこで、このような状態を危惧
したバラトニは、ハンガリー水泳同好会から退会
し、1900年の秋に水球の普及促進を目的として
バラトン水泳同好会（Balatoni Uszó Egyesületben: 
BUE）を設立した。1901年にはハンガリーの水泳
選手権に水球が追加され、MUEが非公式ではあ
るが、最初のハンガリー水球選手権優勝チームと
なった。その年の暮れ、1901年12月15日にウィー
ンでハンガリー優勝チームのMUEとウィーネル・
アスレティッククラブ（Wiener Athletiksport Club: 
WAC）の試合注14）が行われた。試合はWACが14対
0でMUEに圧勝し、ハンガリー選手は実力の差
を見せ付けられる。実際、練習不足のハンガリー
人選手は脚に痙攣を起こして、プールの縁で何回
も休憩を取らなければいけなかった。また、ボー
ルも自国の物と異なり、オーストリアでは重くて、
水面で弾まない革のサッカーボールが使われた。
この敗戦を期に、選手たちはさらに熱心に水球に
取り組もうとするが、プールの一般利用客がプー
ル管理者に対して「水球用のボールがぶつかって
危険である」などの苦情を寄せたため、結局水球
は、どこのプールでも禁止になった 27）。
　しかし、1903年秋にハンガリー運動競技協会
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（Magyar Atletikai Szövetség: MASZ）が水泳部門を
編成すると、転機が訪れた。当時はスポーツのほ
とんどが別々の協会を持たず、全てMASZが統括
していた。水泳部門ができたことで国内選手権を
催す機運が盛り上がり、1904年に水球のルール
ブックがハンガリー語で完成し、最初の水球選手
権が開催され、BUEが公式の初代ハンガリーチャ
ンピオンに輝いた。
　ところが最初の選手権以降、ハンガリーの水球
界は再び停滞する。水球をする選手はまだ少なく、
たとえ試しにやったとしても多くの選手は競泳に
戻ってしまった。当時の水球では退水ルールがまだ
なかったため、あまりに暴力的であったため、一
般に受け入れられなかったことが原因と思われる。
　1905年に規則が改定され、退水のルールがで
きたが、水球に戻るのに抵抗を感じた選手は少な
くなかった。従って、第２回ハンガリー水球選手
権（1905年8月24日）にも4チームしか参加せず、
次の1906年には、わずか3チームに減ってしまっ
た。水球選手権は夏に行われたが、夏は競泳のシー
ズンでもあったので、水球より競泳に専念してい
る選手が多く、十分な選手数を確保できない状態
が続いた。夏に競泳、冬に水球が開催されるのが
理想的ではあったが、当時は冬に水球を行う適切
な屋内プールがまだなかった。そうして1907年
までハンガリー水球界は停滞を続けるが、1907
年12月12日に首都にある12クラブと地方の8ク
ラブを集めて、MASZから独立した水泳協会を設
立したのを機に徐々に発展の兆しが見られた．さ
らにサッカークラブとしても人気があったフェ
レンツヴァーロシ体育クラブ（Ferencvarosi Torna 
Club: FTC）が水球に参入した事で、ハンガリーに
おける水球ファン層が拡大し、やがて国民的ス
ポーツへと発展していった。
　
3.オリンピックと国際競技連盟発足による統一　
ルールの策定
　1888年以降、アメリカ大陸及びヨーロッパ大
陸に拡大した水球は、母国の英国における発達過
程に遅行しながらも追随する側面と、各国の状況
に合わせて独自の発達を遂げる両面を持ち合わせ
ていた。しかしながら、いずれの国においても、
初期段階における水球の位置づけは、競泳トレー
ニングの補足や気晴らしであったり、祭典におけ
る興行的な要素が大きかった。しかし1900年パ

リ・オリンピックで開催種目として採用された事
によって、水球の注目度は高まり、さらに国際水
泳連盟（Fédération Internationale de Natacio: FINA）
の発足に伴う国際統一ルールの策定により、国際
スポーツとしての水球が確立されていく。そこで、
オリンピックにおいて開催種目に採用される経緯
と国際競技連盟発足との関連を考察する。
　オリンピックの再興に当たっては、近代オリン
ピックの父とされるフランス人のピエール・ド・
クーベルタン（Pierre de Coubertin ）注15）の尽力に負
うところが大きい。クーベルタンは、自身が英国
のパブリックスクールで受けた教育を踏まえ、「ス
ポーツを通じて青少年の心身を錬磨する」ことの
重要性を認識し、さらには古代オリンピックの精
神を現代に復活させる構想を打ち上げた。この構
想に対して多くの賛同者を得て、紆余曲折を経な
がら、クーベルタンは1896年に第1回アテネ・オ
リンピック開催にこぎつける。第１回オリンピッ
クの開催種目は、陸上競技、水泳、体操、レスリ
ング、フェンシング、射撃、自転車、テニスで
あった。水泳では、100ｍ自由形、500ｍ自由形、
1200ｍ自由形、100ｍ潜水の種目が採用され、競
技はゼーア湾で行われた 28）。
　4年後の1900年、第2回のオリンピックはクー
ベルタンのお膝元、パリで開催された（表1参照）。
種目にはアテネ・オリンピックにはなかった馬術
競技（ポロを含む）や水上競技としてヨットや漕艇
のほか、水球が新たに追加された。水球以外はす
べて、個人種目であったので、水球はオリンピッ
クの競技種目として始めて採用された団体種目と
言える。しかしながら、1900年当時、フランス
における水球は、ベルギー国境に近い一部の地域
およびパリにある一部のクラブのみで行われてい
たことを考えると、水球が開催種目に選定された
のは、フランスにおける水球の位置付けというよ
りも、初期のオリンピック種目選考に対する英国
の影響力を物語っている。一方で、後のオリンピッ
ク憲章に定められた、「あらゆる種類の有益なス
ポーツ」の一つとしてクーベルタンあるいはフラ
ンス・スポーツ協会のセイント･クレアーが、ス
ポーツとしての水球の実利性を認知していたこと
の証左とも言える。
　パリ・オリンピックには、英国、フランス、ベ
ルギー、ドイツのチームが参加するが、ルールは
当然、水球の覇権国である英国のASAの規則に
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したがって競技運営が行われた 29）。競技結果は、
質的にも量的にも世界最高水準にあった英国の水
球レベルを反映し、決勝では英国がベルギーを7
対2で下し、初代オリンピック・チャンピオンに
なった。
　続く1904年のセントルイス・オリンピックに
おいては、米国以外のチームは参加せず、３つの
アメリカのクラブチーム同士の対戦となった（表
1参照）。ランバートとグラハム 30）は、外国チー
ムがセントルイス・オリンピックをボイコット
した理由として、アメリカ式水球（Softball water 
polo）のルール適用を主催者から強制されたから
だとしている。一方、シャロンとテリー 31）は、
1904年当時、オリンピックに関する理解や関心
は今日とは比較にならず、ヨーロッパからは遠
隔地で、コストがかかることが主な原因となり、
ヨーロッパ諸国の参加意欲が削がれたからだと主
張している。実際にオリンピックの全参加者数か
ら見ると、アテネ（1896年）に参加した選手は295
名、パリ（1900年）は1077名、ロンドン（1908年）
は2034名、ストックホルム（1912年）は2504名と
回を重ねるごとに増勢を示したが、セントルイス
（1904年）は554名であった。セントルイスだけが
かなり参加者数が少ないことから判断すると、水
球競技において、パリ・オリンピックに参加した
英国やベルギー、フランス、ドイツの欠場は、ア
メリカ式ルールの選択によって生じた帰結ではな
く、20世紀初頭のオリンピック競技会に対する
認識が希薄だったためとも考えられよう。
　1908年のロンドン・オリンピックの際、組織委
員会事務局長のカーシー・ラファン（Courcy Laffan）
は、それぞれの開催種目において、今後は国際
ルールを設け、それに基づいて競技運営を行うこ
とを提案した。この提案を受けて、指名を受けた
英国の水泳関係者は、世界の水泳競技を統括する
独立競技団体の設置に動いた。そして1908年7月
19日に国際水泳連盟（Federation Internationale de 
Natation: FINA）が設立された 32）。その初代事務局
長は、ASAの会長でもあったイングランド人の
ジョージ･ハーン（George Hearn）が務め、本部は
ロンドンに置かれた。FINAの主な役割として次
の３つがあげられる。
　1）水泳の国際競技会のための規則の策定
　2）世界の公認記録リストの作成
　3）オリンピックにおける水泳競技の運営組織編

成
　水球に関しても国際ルール策定の作業が行われ
た。もちろんそのベースとなったのは、水球の母
国で、当時最強豪国であった英国のルールであり、
1899年にASAによって制定された23項目が1908
年以降、全てのFINA加盟国の水球を規定するも
のとして承認された。
　実際のロンドン・オリンピックは、1908年の
7月15、20、22日の3日間に渡ってロンドンのホ
ワイト･シティ競技場（White city stadium）におい
て、英国、ベルギー、スウェーデン、オランダが
参加して（オーストリア、ハンガリーも出場予定
であったが棄権）開催された。結果は、地元英国
がベルギーを9対2で再び下して、2度目の優勝
を果たした 33）。
　ロンドン･オリンピック後の1911年、FINAは
加盟国に対し、国際統一ルールに基づいて各国に
おける水球の試合を運営することの徹底を呼びか
けた。これに応えるようにドイツでは、国内すべ
ての協会が同一ルールでゲームをすることを徹底
し、1911年にはマクデブルク（Magdeburg）でドイ
ツ水球選手権の導入が決定され、翌1912年にベル
リンで最初のドイツ選手権が開催され、ベルリン
のチーム，ゲルマニア（Germania）が優勝した 34）。
　米国においてもそれまで独自に発展していたソ
フトボールを用いた水球から転じて、英国同様の
革製の硬いボールを用いた水球が導入され、ルー
ルに関してもFINAによって規定された世界統一
ルールをAAUが承認した 35）。
　フランスにおいても、USFSAが国際的な公的
認証を得たいと考えていたので、ただちにFINA
の規定を承認し、関係する協会すべてにこれを流
布した。このときのルールは、国際ルールをほぼ
そのままフランス語に翻訳したものであった 36）。
　このようにして、オリンピック開催、FINA設
立を経て、英国の水球の正当性があらためて世界
で認知され、英国の水球スタイルが世界のスタン
ダードとして浸透していった。しかし浸透の度合
いには濃淡があり、必ずしも世界各国で同時期に
一斉に国際ルールに転換が進んで行ったわけでは
なかった。
　
4. 水球の受容とルールの変容
　1911年以降、英国の水球が国際的な水球の標
準とされるが、それ以前あるいはそれ以降も各国
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の実情に合わせて水球が受容され、ルールに関し
ても独自の規定が盛り込まれていった。
4.1.米国
　米国においては、ソフトボール水球（Softball 
water polo）あるいは、アメリカ式水球（American 
water polo）と呼ばれ、独自の水球が発展していた。
1904年のセントルイス･オリンピックで実施され
た水球競技で採用されたルールの詳細は不明で
あるが、当時とほぼ同様と考えられる注16）ルール
ブック 37）を参照すると、いくつかの点で英国ルー
ルと大きく異なる。主な違いを挙げると、
1） ゴールは幅4フィート（約122cm）、縦18イン
チ（約46cm）の板に「GOAL」と大きく書き、プー
ルエンドの水面から12インチ（約30.5cm）上の
壁に設置する。

2） ボールは、白いゴム製で直径は7～ 8インチ（約
17.8～ 20.3cm）とする。ボールには満杯の8分
の7程度の空気を入れ、片手で掴みやすい硬さ
に保ち、オイルやグリースを塗ってはいけない。

3） 1チーム6人とし、2名まで交代メンバーを登
録できる。

4） 試合は、8分間の前後半を行い、ハーフタイム
は5分とする。

5）「GOAL」ボードにボールを保持しながら触れ
たら5点、投げて「GOAL」に当たったら3点、
ファール後のフリースローを「GOAL」に当てた
ら1点とする。

6） ボールを持った選手を4フィートライン（約
1.2m）以内で、10秒以上沈めると反則とする。

7） ボールを持って8フィート（約2.4m）以上潜る
と反則とする。
　以上のように米国ルールでは、プールエンドの
壁に設置した板にボールを触れされるか、当てる
事で得点となる。またボールを持った相手選手を
10秒以内なら沈めることは反則ではなく、ボー
ルを持つ選手に対して激しいタックルが許容され
ていた。当時の水球ゲームの様子は、次のように
記述 38）されている。「プレイヤーはレスリングの
技を掛けるようにお互いにつかみ合い、ボールの
在り処などそっちのけで、サバイバルしようと必
死になる。（中略）しばしば犠牲者となったプレイ
ヤーは、水面に浮き上がり、人工呼吸を施こされ
るはめになる。」
　英国ではラグビー型からサッカー型へと移行
し、水中でのラフプレイをなくす方向で幾度の

ルール改正が実施されてきたが、米国ではむしろ
ゴール前における水中での攻防が水球の醍醐味で
あるとの認識のもとに、一定の制限を設けてはい
るものの、プロレスまがいのラフプレイを容認し
ていた事になる。
　ラフプレイが横行するアメリカ式水球を改
めようと、ル・デブレンダ・ハンドレー（Lou 
DeBrenda Handley）注17）は英国ルールの導入を図
り、その定着を促進するために国内を東奔西走し
た。その甲斐あって、1908年のロンドン・オリ
ンピックに米国代表チームを派遣することの了承
をAAUから取り付けた。しかし1908年の3月に
開催されたソフトボールによる全米水球選手権の
決勝において、試合中に選手が意識不明となる事
故注18）が発生し、AAUは水球競技を禁止スポーツ
に指定し、ロンドン･オリンピックに米国チーム
を派遣する事はなかった。そして4年後のストッ
クホルム･オリンピック（1912年）を前にして、
AAUは水球代表チームの派遣を計画し、禁止ス
ポーツリストから水球を解除する事を決定した。
しかし代表選考を兼ねた全米水球選手権で再び流
血・乱闘事件が発生した。事態を重く見たAAU
は水球を永久禁止種目に指定し、再び代表チーム
の派遣を取りやめた 39）。これらの不祥事を契機に
AAUはソフトボールによるアメリカ式水球から
決別し、1913年に国際統一ルールを公認したが、
その後1920年のアントワープ・オリンピックま
で代表チームを派遣することなく、米国の水球は
大きな停滞期を迎えた。
4.2.ドイツ
　ドイツでは、クラブチームながらベルリン･水
泳クラブが1900年のパリ・オリンピックに参加
したが、その後1928年のアムステルダム･オリン
ピックまで国際舞台で活躍することは少なかっ
た。その原因として水球を実施するクラブ数の少
なさが挙げられる。1912年にベルリンで最初の
ドイツ選手権が開催された後、数年にわたってド
イツでは水球熱が高まっていったが、実際に水球
に取組むクラブの割合は、ドイツ水泳連盟に加盟
していた総クラブ数に対してごく僅かであった。
その要因として、殆どのクラブが水球の健康上，
そして教育上の価値を全くといっていいほど認識
していなかったこと、さらに水球の試合内容が、
粗暴化傾向にあり，悪いイメージを与えていたこ
とにあった。
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　ドイツでは、1904年にドイツ水泳連盟による
統一ルールが導入されて以来、1906年にも改定
が行われ、1908年には水球の指導教本が刊行さ
れるなど、比較的早い段階からルールや指導方法
等の確立を目指した取組みが行われてきた。また
英国ルールに準拠しながらも、特にラフプレイの
排除を目指して、相手プレイヤーに対するタック
ルを禁止しようとするなど、米国における水球の
粗暴化と比べると大きな違いが見られる。さらに
FINAの要請に応えて、いち早く1911年から国際
ルールに基づいて国内の試合を運営する事を決定
するなど、国際化についても関心が高かった。加
えて、ベルリンでのオリンピック開催計画（1916
年）に伴い、国内の水球強化策が検討されるなど、
ドイツ内での水球は順調に発展するかに見えた
が、実際には第1次世界大戦のためにオリンピッ
クは開催されず、さらにドイツ水泳連盟はFINA
から脱退し、国際舞台から姿を消した。
　第一次世界大戦後、ようやく平和を取り戻しつ
つあった1919年に、フリッツ･ドレマーは、ドイ
ツ水球の再興を期して再びルール改正に着手し
た。ドレマーは、当時ドイツ水泳連盟の役員だっ
たW. ビンナー（W. Binner）とブレスラウ（Breslau）
の協力を得て、相手プレイヤーに対するタック
ルと話しかけを全面禁止する新ルールを作成し、
1920年にハイデルベルクでドイツ国内のみ有効
のルールとして発布した。タックルと話しかけの
禁止を導入することで、ドイツの水球は様相が
大きく変化した。ドレマーは自著 40）の中で、1920
年夏の試合をそれ以前の試合と比べて、次のよう
に述べている。「ボールの奪い合いという男の勝
負だった試合が、スイムと連携というチームプレ
イに様変わりした。以前ならば、身軽で試合運び
では勝っているチームが、ラフで力のある大柄な
チームに勝つことはなかった。これが一転し、ボー
ルを扱うテクニック、敏捷さ、コンビネーション、
それにチームの連携プレイが決定的な要因とな
り、ラフなパワープレイは意味のないものとなっ
た」と絶賛している。また1922年には、それまで
得点される度にいちいち自陣のゴールランインま
で戻り、プール中央に投げ込まれるボールを取り
合っていたのをサッカーと同様にゴールが決まっ
た時には点を取られたチームが攻撃側に回り、試
合が続行されるようにした。この変更によって、
ゲームの進行がスピーディーになり、ボールを扱

うテクニック、連携プレイ、そしてコンビネーショ
ンが以前にも増して勝敗の鍵を握るようになっ
た。
　このようにドイツでは、独自のルールによって
水球ゲームにおけるラフプレイの根絶とボール
ゲームとしての魅力の向上を目指した。そしてド
イツの水球レベルは着実に向上していった。この
方向性は、アメリカにおけるそれとは正反対のも
のであり、注目に値する。そして長らく国際舞台
から遠ざかっていたドイツは、国際試合への参加
が認められ、1928年に復帰したアムステルダム･
オリンピックでは、金メダルを獲得するという快
挙を成し遂げた。
　4.3.フランス
フランスにおいては、1896年セイント･クレアー
によって広められた最初の水球ルール 41）では、第
1条「ボールはサッカーの通常のボールでなけれ
ばならない」、第2条「ゴールは太文字でゴール
と書かれた長さ1.20mの2枚のボードで構成され
る」、第3条「相手のゴールにボールを接触させる
ことによってゴールを挙げることができる」、第
4条「チームはそれぞれ6人の選手で構成される」
と明記されている。このルールでは、得点条件は
未だラグビー・フットボールの条件であり、既に
英国で導入されていたサッカー型の条件とは異な
る。前述の条文は、1888年以前の英国ルールを
参考にしていると思われるが、細部において英国
ルールと異なる点も多く、水球がフランスに導入
された当時は、国内で統一されたルールは存在せ
ず、クラブごとに独自のルールで試合を行ってい
たと考えられる。
　だが1900年のパリ･オリンピックを契機にフ
ランスではスポーツとしての水球の認知が高ま
り、それ以後フランス選手権が開催されるように
なる。パリ･オリンピックでは、英国ルールが採
用されたが、だからと言って当時のフランスにお
けるすべてのチームが英国ルールを無批判に取り
入れたわけではない。今日であれば、オリンピッ
クが最高の競技レベルを競う場としての権威を持
ち、そこで採用されるルールが公式ルールとして
のお墨付きを得て、各国チームもそれに倣って競
技を運営する事になる。しかしながら20世紀初頭
におけるオリンピックでは、クーベルタンによる
理念が先行し、実質的な権威はそれ程高くなく、
各国の国内スポーツ行政に及ぼす影響力も限定的
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であった。また1908年のロンドン･オリンピック
を契機に設立されたFINAに関しても、加盟国に
対する確固たる組織的ヒエラルキーを構築できて
おらず、FINAの公認ルールが世界共通ルールとし
てあまねく世界に浸透していったとは言えない。
　この点について、FINAが国際公認ルールを導
入した前後となる1905年と1912年にジョージ･
モーム（Georges Moëbs）が書いた２つの文章注19）の
比較をすると、競技に関する規則にはほとんど変
化がなかった。つまりFINAからの国際公認ルー
ルが発布されたとしても、フランス国内において
は、競技のあり方に関して変化しなかったと考
えられる。そして1912年以降もフランスにおい
て水球は独自のルールを残しながら発展を遂げ、
リール、パリ、マルセイユ、ニース、リヨンなど
のフランス各地に水球の拠点ができ、全国では
USFSAに加盟する250の水泳協会（約27,500人の
会員）が選手権や水球の試合を含む水上祭典に参
加していた 41）。しかしながら水球の試合会場は、
英国やベルギーと異なり、一部を除いて、河川や
湖沼あるいは港が用いられていた。フランスでは
プールの建設は英国に比べると遅れていたが、奇
妙な事に競泳より水球のほうが「スポーツ的」であ
るとして一般市民には普及していた。これは競泳
がライフセイバーなどのプロフェッショナルと
USFSAが統括するアマチュアの間で常に軋轢を
生む対象であった事に由来する。よって20世紀
初頭、フランスにおいては競泳より水球のほうが
水中での運動として普及し、1920年以降凋落す
る英国に代わってフランスが台頭していった。そ
の成果は1924年にパリで開催されたオリンピッ
クにおいてフランスチームが優勝した事からも伺
える。
　
5. まとめ
　英国で生まれた水球は、英国との関わりの深い
人物を介して、1888年以降、アメリカ合衆国お
よびヨーロッパ各国へと伝播していった。各国に
伝播した水球は、いずれも英国水球をモデルとし
たが、導入後は各国の事情に合わせてゲームの構
造が変化し、ルールも変更された。各国固有に水
球の意味や面白さを受容し、それに基づいてルー
ルが変更、更新されていったといえる。特に米国
においては、ラグビー・フットボール式に近い、
ラフプレイの多い水球を発展させるという意味

で、独自性が際立ち、あえて英国水球と区別する
ためにアメリカ式水球（American water polo）と呼
ばれた。
　やがてオリンピック種目に採用されたのを契機
に、国際的なルール統一の機運が高まる。さら
にFINAの設立によって、ASAが規定したルール
の正当性に対してお墨付きが与えられ、加盟各国
に対して強要されることになる。それらのルール
の変更は、ラフプレイをなくし、選手の安全性を
確保しつつ、素早い動きとゲーム展開を確立する
ことが目指されたといえる。しかし20世紀初頭
において、FINAの権威は未だ確立されておらず、
オリンピックに対しても世界最高峰の競技会であ
るとの認識は低かった。よってオリンピックの公
式ルールであろうと、FINA公認のルールであろ
うと、各国が例外なく受け入れる状態にはなかっ
た。各国独自に受容された水球とルールがまだ生
きていたといえる。
　このような状態は、第1次世界大戦が終了する
まで続く。そして水球が国際スポーツとして認知
され、オリンピックが世界一を決める場として機
能するのは、第1次世界大戦後のアントワープ・
オリンピック（1920年）といえる。この大会には、
12カ国が参加し、計99試合が行われ、世界一を
決めるのにふさわしい大会となった。しかし皮肉
な事に、水球の母国である英国はこの大会におけ
る優勝を最後に、世界の檜舞台から姿を消す事に
なる。この事は、各国に伝播した水球が一定の普
及を遂げたことを示すとともに、水球が英国のス
ポーツから、国際スポーツへと変化した証とも言
える。

注
注1）英国（Great Britain）とは、ブリテン島を構成す
る3つの地域イングランド、ウェールズ、スコッ
トランドの総称とする。なお、個別に特定の地
域を指す場合には、イングランド、スコットラ
ンドなどと表記する。

注2）ジョン・ロビンソン（Jhon Robinson）は、イン
グランド生まれで生年月日不詳。プロフェッ
ショナルスイマーとして活動し、1876年に
Bournemouth Premier Rowing Clubで行われた水
球の試合に参加。1884年からイングランドの
Lancashire Clubに所属し、1888年に米国に渡り、
1916年までBoston Athletic Associationで水球の
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指導に携わる。
注3）フリッツ・クニーゼ（Fritz Kniese）は、ロンド
ンのクラブで水球をプレイする機会を得て、祖
国ドイツのベルリンに帰った時に自分のチーム
であるボルシア・ベルリン（Borussia-Berlin）に
水球を伝えた。

注4）フゼーレッシ・アルパード（Füzéressy Árpád）
は，ハンガリーのペストで弁護士をする傍ら、
ハンガリー水泳同好会（MUE）の主要メンバー。
英国の水泳雑誌を講読中に水球の存在を知り、
アマチュア水泳協会（ASA）に手紙を書き、水球
ルールブックとボールを取り寄せ、自らのクラ
ブに水球を導入した。

注5）アメリカにおける最初の水球の試合は、1890
年1月28日にロードアイランド州のプロビデン
スにあるサニタリー体育館で行われた水泳の祭
典における1つの催しとして開催された。試合
は各チーム6名、10分ハーフで行われた。

注6）ボールは、ゴム製で直径が7～ 8インチとし、
満杯の8分の７程度に膨らませ、片手で握れる
ように、表面には油、グリースなどを塗っては
いけない。

注7）例えば、ハンブルクのクラブは、イングラン
ドルールを用いて試合を行い、プレイヤーに対
するタックルを認めていた。

注8）ハンブルグクラブのルールでは、プレイヤー
に対するタックルを認めていたので、結果的に
ラフプレイが頻発し、ケガをするプレイヤーも
続出した。

注9）ベルリン・ブランデンブルク地区のビショッ
フ（Bischoff）、ブラック（Dr. Brack）、ドレーマー
（Droemer）、クローン（Krohn）およびホフマン
（Hofmann）からなる委員会が結成され、ルール
改正が討議された。

注10）通常定期戦は、リールの微温浴場（Tépidarium）
とブリュッセルの王立浴場（Bain Royal）におい
て開催された。

注11） ポール・バルシェ（Paul Blache）は、フランス
最高のスイマーとして称えられ、ライフセービ
ング協会の活動にも尽力した。

注12）トルージェントストロークとは、イングラン
ド人のトルージェントによって考案された泳法
で、クロールの原型と言える。特徴は、腕のか
きが終わった後、腕を水上に出してリカバリー
動作をすることで、抵抗を減らし、泳速度の飛

躍的向上につながった。
注13）フランスからは、Libellule de Paris、 Pupilles de 

Neptune de Lille、 Tritions Lilloisのクラブが出場
し、Pupilles de Neptune de Lilleは2チームをエ
ントリーしたため、合計4チームが参加した。
いずれのチームも準決勝で敗退し、決勝に進出
することはできなかった。

注14）1901年当時、ハプスブルク家がオーストリア
帝国とハンガリー王国で二重君主として君臨
し、オーストリアとハンガリーは外交などを除
いて別々の政府を持ちながら連合するオースト
リア・ハンガリー帝国を形成していた。第1次
世界大戦でオーストリア・ハンガリー帝国は敗
戦し、ハンガリーはオーストリアから分離され、
独立国となった。

注15） ピ エ ー ル・ ド・ ク ー ベ ル タ ン（Pierre de 
Coubertin ）はフランスの教育者であり、近代
オリンピックの創立者として知られる。歴史
書のオリュンピアの祭典の記述に感銘を受け、
「ルネッサンス・オリンピック」の演説のなか
で近代オリンピックを提唱し、賛同者による
国際オリンピック委員会 （International Olympic 
Committee: IOC） の設立、1896年のアテネ・オ
リンピックへの開催へとつながった。国際オリ
ンピック委員会事務局長、第２代国際オリン
ピック委員会会長などをつとめた。

注16）合衆国水球協会（United States Water Polo Inc.）
の歴史・殿堂委員会の委員長であるチャールズ・
シュローダー（Charles Schrode）氏の私信によ
れば、アメリカ式水球（American water polo）に
おける初期ルールと1920年代ルールはほぼ同
様であるとの示唆を得た。

注17） ル・デブレンダ・ハンドレー（Lou DeBrenda 
Handley）は、水球選手として1902年～ 1928年
まで活躍し、セントルイス･オリンピックでは
金メダルに輝いた。ニューヨーク･ヘラルド紙
のスポーツ記者として活躍する傍ら、水球の国
際ルールを米国に定着させようと米国国内を東
奔西走し、その功績が認められて、1967年水
泳殿堂入りしている。

注18）1908年、米国水球選手権の決勝戦で、ニュー
ヨーク・アスレティック・クラブとシカゴ･アス
レティック･クラブが対戦し、激しい戦いの末、
双方の選手が意識不明となる事故が起こった。

注19） ジョージ･モーム（Georges Moëbs）が水球の
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ルールに関して、記述した文献として次の2
つがあげられる。Moëbs G. （1905）: Le water-
polo、 In Les sports medernes illustres、 Moreau、 P. 
and Voulquin （Eds）、 Larousse: Paris、 pp.318-319. 
Moëbs G. （1912）: Water-polo、 In Les sports 
nautiques、 pp.79-84.
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大会年，開催地 出場チーム数 順位 ルール 備考

1900　パリ 7
1. イギリス
2. ベルギー
3. フランス

イギリス式
セ ー ヌ 川 で 実
施 １ 回 戦 に は
2000人 の 観 客

1904　セントルイス 3
1. ニューヨーク
2. ミズーリ
3. シカゴ

アメリカ式 博覧会場内の湖

1908　ロンドン 4
1. イギリス
2. ベルギー
3. スウェーデン

イギリス式

1912 　ストックホルム 6
1.イギリス
2. スウェーデン
3. ベルギー

イギリス式
Bergvall System＊

1920 　アントワープ 12
1.イギリス＊＊

2.ベルギー
3.スウェーデン

国際ルール
Bergvall System

女子水球がデモ
ンストレーショ
ンとして実施＊＊＊

1924　パリ 13
1. フランス
2. ベルギー
3. アメリカ

国際ルール
Bergvall System

1928　アムステルダム 14
1.ドイツ
2.ハンガリー
3.フランス

国際ルール

表1　初期のオリンピックにおける水球の上位チーム

* Bergvall System：スウェーデン水泳クラブ会長の
Eric Bergavallの考案によるもので、２位の決定
は優勝したチームに敗れたチーム同士の対戦で
決められる。３位は２位のチームに敗れたチー
ムで競う。 1924年のオリンピックまでこの方法
が適用された。

**イ ギ リ ス のPaul Radmilovicは1908、12、20、
24、28の５回のオリンピックに出場した。

***女子水球（1920）　オランダ水泳協会の報告書
（1920-21）によれば、オランダ女性水泳クラブ
（Dutch Ladies’ Swimming Club）により、アム
ステルダムとロッテルダム出身の14人の女性
による、水球のデモンストレーションが行わ
れ、女性の水球の宣伝にはすばらしく、将来の
オリンピック種目に入るだろう、と書かれてい

る。別のオランダの新聞では、「このイベント
はすばらしかった。このデモンストレーション
は成功し、多くの海外の水泳関係者が女性スイ
マーによる水球の競技を絶賛したと報告されて
いる。なお、この試合の結果は、2-2のタイであっ
た。（Mallon B.2003. pp.336-337）　なお、女子
水球の試合についての記述は、既に1903年の”
Times”の記事に見られる。ウェストミンス
ターのバースにある、ラベンスボルン水泳クラ
ブ（Ravensbourne Swimming Club）が、イングラ
ンドのスイマーを集めて、水泳大会が開催され
た際、女子水球（Ladies’ Water Polo Challenge 
Shield）も行われ、決勝戦でSwansea Ladiesが
Londonを9対5で破って優勝したことが報告さ
れている。（Times，1903.10.5.）




